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市
は
、
来
年
４
月
採
用
予
定

の
職
員
を
募
集
し
ま
す
�
左
表

参
照
。
職
種
は
、
大
学
（
大
学

院
）
卒
お
よ
び
短
大
卒
程
度
の

事
務
職
、
技
術
職
と
大
学
（
大

学
院
）
卒
の
消
防
職
で
す
。

申
込
は
７
月
４
日
ま
で
（
土

・
日
曜
を
除
く
）
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
１５
分
ま
で
に
、

申
込
書
な
ど
必
要
書
類
を
、
事

務
職
・
技
術
職
は
人
事
課
（
市

役
所
本
庁
舎
５
階
�
０
７
９
８

・
３
５
・
３
５
４
９
）、
消
防

職
は
消
防
局
総
務
課
（
消
防
局

庁
舎
３
階
�
０
７
９
８
・
２
６

・
０
１
１
９
）
へ
。

申
込
書
は
、
事
務
職
・
技
術

職
は
人
事
課
、
消
防
職
は
消
防

局
総
務
課
と
各
消
防
署
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド
レ
ス
は

http://w
w
w
.nishi.or.jp/

〜jinji/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

第
１
次
試
験
は
、
７
月
２７
日

に
関
西
学
院
大
学
（
上
ケ
原
一

番
町
）
で
行
い
ま
す
。

な
お
、
来
春
高
校
卒
業
見
込

者
お
よ
び
身
体
障
害
者
を
対
象

に
し
た
事
務
職
と
、
高
校
等
卒

業
者
（
見
込
可
）
を
対
象
に
し

た
消
防
職
の
募
集
に
つ
い
て
は
、

本
紙
８
月
２５
日
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

市
は
、市
民
の
皆
さ
ん
と「
協

働
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
、
皆
さ
ん
の
地
域
に
出

向
く
「
三
つ
の
出
会
い
」
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

市
長
対
話

ま
ち
か
ど
ト
ー
ク

に
し
の
み
や

「
明
日
の
西
宮
」の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
、
市
長
へ
自
由
に

提
言
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
時

間
は
い
ず
れ
も
午
前
１０
時
か
ら
。

対
話
時
間
は
１
組
３０
分
以
内
。

【
日
程
・
会
場
】
７
月
２５
日

…
鳴
尾
支
所
▽
８
月
２８
日
…
山

口
公
民
館
▽
９
月
３０
日
…
瓦
木

公
民
館

【
対
象
】
個
人
ま
た
は
５
人

程
度
の
グ
ル
ー
プ
（
在
勤
・
在

学
者
可
）

【
定
員
】
各
日
３
組

【
申
込
】
所
定
の
申
込
書
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
７
月
１０
日

ま
で
に
市
民
相
談
課
（
０
７
９

８
・
３
５
・
３
１
０
０
）
へ
連

絡
を
。
重
複
申
込
不
可
。
多
数

の
場
合
抽
選

【
そ
の
他
】
１０
月
に
塩
瀬
支

所
、
１１
月
に
甲
東
支
所
で
も
実

施
予
定

市
政
出
前
講
座

ま
ち
か
ど
レ
ク

に
し
の
み
や

市
政
に
つ
い
て
聞
き
た
い
こ

と
、
知
り
た
い
こ
と
を
、
市
職

員
が
講
師
と
し
て
出
向
き
、
説

明
し
ま
す
。
な
お
、
会
場
は
申

込
者
で
用
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
日
時
】
原
則
と
し
て
、
平

日
の
午
前
１０
時
〜
午
後
９
時
に
、

１
回
２
時
間
以
内
で
、
第
３
希

望
ま
で
受
け
付
け
、
説
明
担
当

課
と
調
整
の
う
え
決
定

【
対
象
】
１０
人
以
上
の
グ
ル

ー
プ
（
在
勤
・
在
学
者
可
）

【
申
込
】
所
定
の
申
込
書
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
市
民
相
談

課
（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
１

０
０
）
へ
連
絡
を
。
重
複
申
込

不
可ま

ち
づ
く
り
工
房

ま
ち
か
ど
ワ
ー
ク

に
し
の
み
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
、

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
課
題
の
具

体
的
解
決
策
を
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
探
り
ま
す
。
開
催

を
希
望
す
る
団
体
は
７
月
１５
日

ま
で
に
市
民
相
談
課
（
０
７
９

８
・
３
５
・
３
１
０
０
）
へ
申

込
を
。
募
集
は
３
団
体
程
度
。

多
数
の
場
合
選
考
。

市
は
、
平
成
１４
年
度
中
の
情

報
公
開
制
度
と
個
人
情
報
保
護

制
度
の
利
用
状
況
を
ま
と
め
ま

し
た
。
両
制
度
の
請
求
件
数
の

合
計
は
２
３
６
件
（
前
年
度
２

１
６
件
）
で
し
た
。

情
報
公
開
制
度
に
つ
い
て
は
、

１
５
８
件（
前
年
度
１
７
０
件
）

の
公
文
書
公
開
請
求
が
あ
り
、

公
開
は
４６
件
、
氏
名
や
住
所
等

の
個
人
情
報
部
分
を
非
公
開
に

す
る
な
ど
し
た
部
分
公
開
が
１

０
０
件
、
非
公
開
は
４
件
、
文

書
の
不
存
在
は
８
件
で
し
た
。

ま
た
、
個
人
情
報
保
護
制
度

に
つ
い
て
は
、
自
己
情
報
の
開

示
（
公
開
）
等
請
求
が
７８
件（
前

年
度
４６
件
）
あ
り
、
開
示
決
定

は
７０
件
、
５
件
は
自
己
情
報
の

削
除
ま
た
は
中
止
請
求
を
認
め

な
い
と
す
る
決
定
を
し
、
３
件

は
不
存
在
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
決
定
に
対
し
、
情

報
公
開
制
度
で
４
件
、
個
人
情

報
保
護
制
度
で
１
件
の
不
服
申

し
立
て
（
異
議
申
し
立
て
）
が

あ
り
、
情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護
審
査
会
で
審
査
さ
れ
、
内

３
件
は
答
申
が
出
さ
れ
、
残
る

２
件
は
審
査
中
で
す
。

両
制
度
は
一
定
の
制
限
が
あ

り
ま
す
が
、
「
市
民
参
加
に
よ

る
開
か
れ
た
市
政
」
を
推
進
す

る
た
め
、
市
が
保
有
す
る
公
文

書
を
市
民
の
皆
さ
ん
の
請
求
に

応
じ
て
公
開
し
た
り
、
市
が
保

管
す
る
個
人
に
関
す
る
情
報
を

本
人
が
見
た
り
、
訂
正
し
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

問
合
せ
は
情
報
公
開
室
（
０

７
９
８
・
３
５
・
３
７
７
４
）へ
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア

ド
レ
ス
は
１
面
題
字
横
参
照
）

で
、
両
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て

か
ら
の
年
度
別
運
用
状
況
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す

教
育
委
員
会
は
、
在
日
外
国

人
学
校
就
学
補
助
金
の
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
。
申
込
は
７
月

１
日
か
ら
９
月
３０
日
ま
で
に
、

学
事
課
（
０
７
９
８
・
３
５
・

３
８
５
１
）
へ
。

【
対
象
】
７
月
１
日
現
在
、

在
日
外
国
人
学
校
に
在
学
し
て

い
る
昭
和
６３
年（
１
９
８
８
年
）

４
月
２
日
〜
平
成
９
年
（
１
９

９
７
年
）
４
月
１
日
生
ま
れ
の

在
日
外
国
人
児
童
・
生
徒
を
も

つ
市
内
在
住
の
保
護
者
。
た
だ

し
、
平
成
１４
年（
２
０
０
２
年
）

中
の
同
一
生
計
の
家
族
の
総
所

得
金
額
（
給
与
所
得
者
は
給
与

所
得
控
除
後
の
金
額
）
を
合
算

し
た
も
の
が
、
家
族
数
に
応
じ

た
基
準
所
得
以
下
の
場
合
に
限

る

※
基
準
所
得
…
２
人
家
族

４
０
７
万
２
０
０
０
円
、
３
人

家
族
４
９
５
万
４
０
０
０
円
、

４
人
家
族
５
７
５
万
８
０
０
０

円
、
５
人
家
族
７
０
７
万
８
０

０
０
円
な
ど

【
補
助
金
額
】
昭
和
６３
年

（
１
９
８
８
年
）
４
月
２
日
〜

平
成
３
年
（
１
９
９
１
年
）
４

月
１
日
生
ま
れ
の
生
徒
の
保
護

者
…
年
額
４
万
８
０
０
０
円
、

平
成
３
年
（
１
９
９
１
年
）
４

月
２
日
〜
平
成
９
年
（
１
９
９

７
年
）
４
月
１
日
生
ま
れ
の
児

童
の
保
護
者
…
年
額
７
万
円

新
年
度
が
始
ま
り
、
地
域
団
体
や
福

祉
団
体
、
市
民
活
動
団
体
の
総
会
に
、

数
多
く
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
の
皆
さ
ん
が
、
市
と
一
緒
に
な

っ
て
、
あ
る
い
は
行
政
だ
け
の
対
応
で

は
行
き
届
か
な
い
分
野
な
ど
で
、
き
め

細
か
く
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
姿

に
接
し
、
改
め
て
感
謝
の
念
を
抱
き
ま

し
た
。
西
宮
を
愛
し
、
地
域
社
会
を
よ

り
良
い
も
の
に
し
た
い
と
の
強
い
思
い

で
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
る
市
民
の
方
が

い
か
に
多
い
こ
と
か
、
本
当
に
あ
り
が

た
い
事
で
す
。

市
民
と
行
政
の
�
協
働
�
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
上
で
は
、
市
役
所
も
職

員
も
も
っ
と
変
化
し
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
情
報
公
開
、
行
政
評
価
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
の
制
度
面
と
と

も
に
、
人
材
育
成
、
職
員
の
意
識
改
革

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
民
、
職

員
が
共
同
で
西
宮
の
魅
力
づ
く
り
を
考

え
る
�
ｅ
―
夢
・
電
子
会
議
�、�
ま
ち

か
ど
三
つ
の
出
会
い
�
と
名
づ
け
た
市

民
と
市
役
所
の
距
離
を
近
づ
け
る
新
し

い
事
業
も
動
き
出
し
ま
す
。

私
も
、
職
員
も
、
積
極
的
に
地
域
に
、

皆
さ
ん
の
も
と
に
出
か
け
、
よ
り
一
層

話
し
合
い
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
は
、
市
立
小
・

中
学
校
就
学
奨
励
金
（
平
成
１５

年
度
分
）
の
申
請
を
２
月
に
受

け
付
け
ま
し
た
が
、
経
済
的
な

理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
な
児

童
・
生
徒
の
保
護
者
で
、
ま
だ

申
請
し
て
い
な
い
場
合
は
、
学

校
を
通
じ
て
至
急
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
す
で
に
申
請
書
を
提

出
し
て
い
る
場
合
は
、
再
度
申

請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
は
学
事
課
（
０
７
９

８
・
３
５
・
３
８
５
１
）
へ
。

７
月
１
日
に
山
手
幹
線
の
建

石
線
か
ら
夙
川
ま
で
約
２
５
０

㍍
の
区
間
が
開
通
し
ま
す
。

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
現
在
工

事
中
の
夙
川
さ
く
ら
道
は
、
羽

衣
橋
交
差
点
北
側
が
通
行
可
能

に
な
り
、
同
交
差
点
南
側
約
５０

㍍
の
区
間
（
下
図
参
照
）
が
、

７
月
中
旬
ま
で
終
日
車
両
通
行

止
に
な
り
ま
す
。
夙
川
駅
方
面

へ
の
通
行
車
両
は
、
建
石
線
経

由
で
山
手
幹
線
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。
通
行
止
期
間
中
、
阪

急
バ
ス
の
路
線
は
迂
（
う
）
回

し
、
停
留
所
も
移
動
し
ま
す
。

工
事
中
、
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
は
道
路
建
設
課
（
０

７
９
８
・
３
５
・
３
６
０
８
）へ
。

※
ま
た
、
７
月
１
日
か
ら
、

県
公
安
委
員
会
の
規
制
に
よ
り
、

大
浜
老
松
線
の
山
手
幹
線
か
ら

国
道
２
号
ま
で
の
区
間
が
大
型

車（
貨
物
・
特
殊
車
両
に
限
る
）

通
行
禁
止
区
間
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

【
４
月
分
】《
市
あ
て
》
★

「
青
い
鳥
」
福
祉
基
金
へ

第

三
回
書
と
俳
画
展
、
心
身
道
強

虎
、
真
砂
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
Ｋ
・

Ｎ
、
村
田
泰
造
、
平
野
清
子
、

村
上
靖
子
、
宇
都
宮
春
江
、
匿

名
２
件
�
合
計
６０
万
６
５
６
１

円《
社
会
福
祉
協
議
会
あ
て
》
★

善
意
銀
行
へ

フ
ォ
ト
パ
ー
ク

２１
こ
う
と
う
え
ん
、
若
竹
茶
道

グ
ル
ー
プ
、
河
瀬
喜
和
子
、
石

川
幸
正
、
匿
名
１
件
�
合
計
１３

万
２
９
０
２
円

★
物
品
の
寄

付
（
車
い
す
、
歩
行
器
、
ふ
き

取
り
布
、
た
こ
焼
き
機
材
一
式

な
ど
）

グ
ル
ー
プ
つ
く
し
ん

ぼ
、
匿
名
１
件

（
敬
称
略
）

市
は
、
住
居
表
示
実
施
済
み

の
町
に
隣
接
す
る
旧
字
の
区
域

で
、
そ
の
後
新
築
さ
れ
た
住
居

等
に
つ
い
て
住
居
表
示
を
実
施

す
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
西
ノ
宮
駅
お

よ
び
塩
瀬
町
名
塩
・
生
瀬
地
区

周
辺
を
隣
接
す
る
町
へ
編
入
す

る
、
町
の
区
域
変
更
を
行
い
ま

す
。
編
入
先
の
町
は
池
田
町
、

西
福
町
、
名
塩
山
荘
、
名
塩
３

丁
目
、
宝
生
ヶ
丘
１
丁
目
・
２

丁
目
お
よ
び
生
瀬
高
台
の
各
町
。

実
施
は
１１
月
の
予
定
で
、現
在
、

そ
の
「
町
の
区
域
変
更
案
」
を

告
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
案
に
異
議
の
あ
る
人
は
、

７
月
２５
日
ま
で
に
、
当
該
各
区

域
内
の
有
権
者
５０
人
以
上
の
連

署
と
そ
の
理
由
書
を
添
え
て
、

市
長
に
案
の
変
更
を
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
は
土
木
調
査
課
（
０

７
９
８
・
３
５
・
３
６
８
６
）へ
。

来年４月採用予定の事務職・技術職・消防職

定 員

３０人程度

２人

土木…３人
建築…１人
電気…２人
機械…１人
化学…１人

５人程度

基本給月額

１９万８１１０円
他に諸手当
あり

１８万２０５０円
他に諸手当
あり

①１９万
８１１０円

②１８万
２０５０円

他に諸手当
あり

２０万９３３０円
他に諸手当
あり

対 象

昭和５４年４月２日以降生まれの、４年制大
学または大学院を卒業（修了）した人か来春
卒業（修了）見込みの人

昭和５６年４月２日～５９年４月１日生まれの、
高等学校卒業者（来春卒業見込者、４年制大
学在学中の人・卒業者は不可）

次のいずれかに該当する専門課程を修めた
人 ①昭和５１年４月２日以降生まれの４年制
大学または大学院を卒業（修了）した人か来
春卒業（修了）見込みの人 ②昭和５３年４月
２日以降生まれの短大、高専、専門学校（修
業年限２年以上の専修学校の専門課程）を卒
業した人か来春卒業見込みの人

昭和５４年４月２日以降生まれの４年制大学
または大学院を卒業（修了）した人か来春卒
業（修了）見込みの人で次の身体要件をすべ
て満たす人 ①両眼とも視力０．８（矯正視力を
含む）以上。矯正視力の人は裸眼視力が０．１以
上 ②赤・青・黄色の識別ができること ③
聴力、言語、運動機能等に障害がないこと

職 種

事 務 Ⅰ
（大学卒）

事 務 Ⅱ
（短大卒程度）

技 術 職
〈土木・建築・
電気・機械・化
学〉
（大学・短大・
高専・専門学校
卒）

消 防 職
（大学卒）

市
民
と
と
も
に
進
め
る
ま
ち
づ
く
り

大卒事務職・技術職・消防職など

～主人公は市民、あなた～

「
ま
ち
か
ど
三
つ
の
出
会
い
」

市職員を募集

参
加
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
募
る

来年４月採用予定の

Ｊ
Ｒ
西
ノ
宮
駅
、
塩
瀬
町

名
塩
・
生
瀬
地
区
な
ど

町
の
区
域
を
変
更

申請は７月１日から

在日外国人学校在学者
に就学補助金を支給

市
立
小
・
中
学
校

就
学
奨
励
金

夙川さくら道通行止
区間変更のお知らせ

申
請
を
忘
れ
ず
に

山手幹線（建石線～夙川）
開通にともなう

平成１４年度中の
利用状況まとまる

公文書公開・自己情報開示

平成１５年（２００３年）６月２５日 （２）


